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一 

 



 

防
衛
庁
が
今
回
の
事
故
の
原
因
等
全
ぼ
う
を
明
ら
か
に
し
、
再
び
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
は
国
民
に
対
し
て
当
然
か
つ
緊
急
の
責
務
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
事
故
に
関
し
て
は
、
事
故
発
生
当
初

の
海
上
自
衛
隊
岩
国
基
地
当
局
の
発
表
と
、
そ
の
後
の
海
上
幕
僚
監
部
の
記
者
発
表
と
で
大
き
く
食
い
違
い
、
国

民
は
真
実
に
つ
い
て
重
大
な
疑
惑
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。 

今
回
の
事
故
は
、
十
三
名
の
乗
員
と
そ
の
家
族
の
不
幸
に
と
ど
ま
ら
ず
、
四
国
住
民
の
生
命
と
安
全
、
安
保
を

優
先
さ
せ
た
四
国
海
域
の
軍
事
利
用
の
危
険
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。 

本
年
五
月
十
七
日
夜
、
海
上
自
衛
隊
岩
国
基
地
所
属
の
対
潜
哨
戒
飛
行
艇
Ｐ
Ｓ

1(

小
笠
原
常
雅
機
長)

が
高
知

県
高
岡
郡
檮
原
町
松
原
の
山
中
に
墜
落
し
、
搭
乗
し
て
い
た
自
衛
隊
員
全
員
が
死
亡
し
た
。 

 
な
お
、
防
衛
庁
防
衛
局
運
用
課
の
広
中
部
員
は
、
事
故
発
生
に
至
つ
た
情
況
に
つ
い
て
本
員
に
対
し
次
の
よ
う 

自
衛
隊
の
対
潜
哨
戒
飛
行
艇
墜
落
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

③ 

潜
水
艦
の
国
籍
が
判
明
し
た
の
は
同
日
二
十
二
時
三
十
分
こ
ろ
で
あ
り
、
米
軍
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
判
明

し
た
。 

② 

同
日
二
十
一
時
十
五
分
こ
ろ
、
豊
後
水
道
で
の
訓
練
を
終
え
、
岩
国
基
地
上
空
で
訓
練
中
の
第
三
十
一
航
空

群
所
属
の
対
潜
哨
戒
飛
行
艇
五
八
一
二
号
機
に
対
し
、
「
国
籍
の
確
認
の
た
め
高
知
沖
に
向
か
う
よ
う
」
指
令
。

同
機
は
四
国
山
地
を
越
え
る
経
路
で
高
知
沖
に
向
か
つ
た
が
二
十
一
時
四
十
五
分
こ
ろ
墜
落
し
た
。 

① 

五
月
十
七
日
十
九
時
こ
ろ
、
高
知
沖
で
基
本
訓
練
を
行
つ
て
い
た
海
上
自
衛
隊
第
三
十
一
航
空
群
所
属
の
対

潜
哨
戒
飛
行
艇
五
八
一
三
号
機
が
、
浮
上
し
航
行
す
る
潜
水
艦
と
水
上
艦
艇
を
発
見
。
同
二
十
時
ま
で
追
跡
し

た
が
国
籍
を
確
認
で
き
ず
そ
の
ま
ま
訓
練
時
間
が
終
了
し
た
の
で
帰
還
し
た
。
そ
の
際
に
第
三
十
一
航
空
群
に

国
籍
不
明
の
潜
水
艦
を
発
見
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。 

に
説
明
し
て
い
る
。 

以
上
で
あ
る
が
、
こ
の
説
明
か
ら
も
疑
惑
は
増
大
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す 

四 

 



 

る
。 

一 

墜
落
し
た
海
上
自
衛
隊
第
三
十
一
航
空
群
所
属
五
八
一
二
号
機
の
事
故
当
日
の
行
動
・
任
務
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
は
、
事
故
原
因
の
究
明
に
と
つ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
次
の
点
に
つ
い
て
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

5 

同
機
の
当
日
の
飛
行
経
路
、
事
故
の
発
生
し
た
時
間
及
び
確
認
に
至
る
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

4 

同
機
へ
の
「
指
令
」
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
の
か
。
ま
た
、
誰
が
指
令
し
た
の
か
。 

3 

同
機
を
、
国
籍
不
明
潜
水
艦
発
見
後
二
時
間
以
上
も
経
過
し
た
後
に
、
ま
た
、
発
見
し
た
五
八
一
三
号
機

が
発
見
水
域
を
離
れ
て
か
ら
一
時
間
以
上
経
過
し
た
後
に
「
国
籍
確
認
」
の
た
め
派
遣
し
た
の
は
何
故
か
。 

2 

同
機
機
長(

小
笠
原
一
尉)
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
経
歴
、
Ｐ
Ｓ

1
機
の
操
縦
時
間
、
機
長
服
務
時
間
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
。 

1 

五
八
一
二
号
機
の
訓
練
内
容
、
訓
練
地
域
、
訓
練
時
間
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

五 

 



 

二 

国
籍
不
明
潜
水
艦
を
発
見
し
た
同
所
属
の
五
八
一
三
号
機
の
行
動
に
は
極
め
て
疑
問
な
点
が
幾
つ
か
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
浮
上
潜
水
艦
及
び
同
行
水
上
艦
艇
発
見
後
三
時
問
半
以
上
経
過
し
な
け
れ
ば
国
籍
が
判
明
し

な
か
つ
た
の
は
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
の
事
故
は
自
衛
隊
の
「
対
潜
哨
戒
行
動
」
の
在
り
方
に
も

問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
点
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

6 
山
に
衝
突
し
た
原
因
は
何
か
。
操
縦
ミ
ス
か
、
計
器
不
良
か
、
気
流
等
気
象
条
件
に
よ
る
も
の
か
原
因
を

明
ら
か
に
し
、
公
表
す
る
こ
と
。 

1
 

五
八
一
三
号
機
の
行
動
・
任
務
に
つ
い
て 

② 

国
籍
不
明
の
潜
水
艦
等
の
航
行
の
方
向
、
浮
上
し
航
行
し
て
い
た
と
い
う
同
潜
水
艦
の
種
類
及
び
名 

① 

五
月
十
七
日
、
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
等
を
「
発
見
」
し
た
五
八
一
三
号
機
の
同
日
の
訓
練
内
容
及
び
訓
練

区
域
、
ま
た
、
岩
国
基
地
を
出
発
し
た
時
間
、
同
訓
練
区
域
に
至
る
経
路
及
び
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
と
同

行
し
て
い
る
水
上
艦
艇
を
発
見
し
た
時
間
、
発
見
地
点
（
緯
度
・
経
度
）
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

六 

 



 

⑥ 

自
衛
隊
航
空
機
は
、
航
行
中
の
米
軍
機
や
韓
国
機
な
ど
の
「
同
盟
」
軍
機
は
も
と
よ
り
、
浮
上
航
行
す
る

艦
船
に
対
し
て
敵
味
方
識
別
装
置
を
作
動
さ
せ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
五
八
一
三
号
Ｐ
Ｓ

1
機
は
な
ぜ 

⑤ 

浮
上
潜
水
艦
及
び
同
行
水
上
艦
艇
の
国
籍
を
確
認
す
る
た
め
採
ら
れ
た
措
置
及
び
確
認
に
至
る
経
過
を

時
間
を
追
つ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

④ 

同
機
を
潜
水
艦
の
国
籍
を
確
認
し
な
い
ま
ま
帰
任
さ
せ
た
理
由
及
び
第
三
十
一
航
空
群
か
ら
の
指
令
内

容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

③ 

同
機
（
五
八
一
三
号
機
）
が
一
時
間
以
上
追
尾
し
て
い
な
が
ら
国
籍
を
確
認
で
き
な
か
つ
た
理
由
、
ま

た
、
同
機
が
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
を
発
見
し
な
が
ら
一
時
間
以
上
も
報
告
し
な
か
つ
た
理
由
、
同
機
が
発

見
水
域
を
離
れ
た
時
間
及
び
岩
国
基
地
に
着
水
し
た
時
間
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

称
、
同
行
し
て
い
た
艦
艇
の
艦
種
及
び
艦
名
（
な
い
し
艦
籍
番
号
）
、
国
籍
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ 

 
と
。 

七 

 



 

2 

岩
国
基
地
に
お
け
る
「
対
潜
哨
戒
作
戦
」
の
実
態
に
つ
い
て 

④ 

過
去
五
年
間
、
通
常
ル
ー
ト
を
と
ら
な
い
で
、
す
な
わ
ち
四
国
を
横
断
し
て
高
知
沖
等
に
飛
行
し
た
回 

③ 

公
海
上
を
国
籍
不
明
の
艦
船
が
航
行
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
す
る
と
、
自
衛
隊
は
国
籍
確
認
の
た
め
の

作
業
を
必
ず
行
う
の
か
。
そ
の
場
合
実
施
部
隊
に
任
務
を
命
ず
る
地
域
は
我
が
国
沿
岸
か
ら
何
百
キ
ロ 

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
ま
で
か
。
そ
の
任
務
の
法
的
根
拠
は
何
か
。 

② 

同
群
所
属
の
通
常
訓
練
地
域
及
び
訓
練
内
容
、
訓
練
日
及
び
年
間
訓
練
回
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

① 

岩
国
基
地
に
駐
屯
す
る
海
上
自
衛
隊
第
三
十
一
航
空
群
及
び
第
五
十
一
航
空
隊
の
任
務
、
所
属
人
員
、

機
種
（
機
数
も
含
め
て
）
は
何
か
。 

⑦ 
五
八
一
三
号
機
の
行
動
及
び
五
八
一
二
号
機
の
「
国
籍
確
認
の
た
め
」
の
行
動
な
る
も
の
の
実
際
は
、
米

第
七
艦
隊
と
自
衛
隊
Ｐ
Ｓ

1
と
の
対
潜
合
同
演
習
で
は
な
か
つ
た
の
か
。 

敵
味
方
識
別
装
置
を
使
用
し
よ
う
と
し
な
か
つ
た
の
か
。 

八 

 



 

 

九 

数
及
び
そ
の
経
路
、
ま
た
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。 

三 

今
回
の
事
故
か
ら
み
て
、
自
衛
隊
の
訓
練
の
た
め
四
国
上
空
を
飛
行
経
路
と
す
る
こ
と
は
、
四
国
住
民
の
生

命
と
安
全
を
守
る
上
か
ら
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
市
街
地
等
住
民
が
多
数
居
住
し
て
い
る
上
空
は
飛

行
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
防
衛
庁
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


